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人口 23,249人　 男性 11,152人
世帯 10,304世帯 女性 12,097人

　

大
内
史
跡
マ
ッ
プ
に
は
、
上
田
鳳
陽
生
誕
地
が
紹

介
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
明
和
７
年
（
一
七
七
〇
年
）、
氷
上
の
宮
崎
家
に

生
ま
れ
、
後
に
上
田
家
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
藩

校
明
倫
館
で
文
学
の
修
養
に
務
め
、
修
学
を
終
え
る

と
47
歳
に
し
て
中
河
原
（
公
設
市
場
跡
）
に
山
口
講

堂
を
開
き
、
教
育
に
尽
力
、
山
口
大
学
の
基
礎
を
つ

く
り
ま
し
た
。
生
誕
地
は
氷
上
橋
北
側
に
、
寓
居
跡

は
御
堀
の
県
営
住
宅
下
に
、
顕
彰
碑
は
宮
島
町
の
外

郎
の
元
祖
福
田
屋
横
に
、
そ
し
て
墓
は
乗
福
寺
の
裏

に
あ
り
ま
す
。」　

　

実
は
、
福
田
屋

横
に
あ
っ
た
上
田

鳳
陽
顕
彰
碑
が
、

本
年
、
山
口
大
学

共
通
教
育
棟
の
１

階
玄
関
ホ
ー
ル
に

移
設
さ
れ
、
１
月

12
日
に
は
そ
の
除

幕
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

下
の
写
真
は
山

口
大
学
に
移
設
さ

れ
た
上
田
鳳
陽
顕

彰
碑
で
す
。

氷上地区にある上田鳳陽生誕地（大内氷上５-２付近） 御堀の乗福寺裏にある鳳陽先生の墓
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地
域
の
小
・
中
・
高
の
児
童
生
徒

が
集
ま
っ
て
、
地
域
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
う「
大
内
子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
２
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
３
月
５
日
㈯
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
回
目
に
、
地
域
課
題
を
、
自
然
・

景
観
・
環
境
・
伝
統
・
文
化
に
関
す

る
①
地
域
資
源
領
域
、
交
通
・
安
全
・

施
設
・
生
活
に
関
す
る
②
安
心
安
全

領
域
、
交
流
・
イ
ベ
ン
ト
・
生
活
・
施
設
・

行
事
に
関
す
る
③
地
域
交
流
領
域
の

３
つ
に
分
け
た
の
で
、
２
回
目
の
今

回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
ご
と
に
優

先
順
位
を
つ
け
て
具
体
的
な
提
案
事

項
を
検
討
す
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
協
議
し
た

内
容
を
全
体
で
ま
と
め
た
も
の
が
、

以
下
の
内
容
で
す
。
要
望
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
も
行
動
を
移
そ
う
と
し
て

い
る
若
者
の
力
こ
そ
、
地
域
の
宝
物

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

①　地域資源領域
　　　○農業試験場跡地に、自然を残しながら広い公園を設置してほしい。
　　　　　→　まちづくり協議会や市、県に要望する。
　　　○地域にある小さな公園に、ごみ箱を設置する。
　　　　　→�　中学校の生徒会でごみ箱を作成し、公園に設置してもらえるよう、関係の自

治会に交渉する。
　　　○大内文化伝承や環境整備に関するイベントを企画し、地域資源を守る活動をする。
　　　　　→　生徒会やまちづくり協議会の事業でイベント企画の立案を期待する。

②　安心安全領域
　　　○事故や犯罪を防止する設備を充実してほしい。
　　　　→�　街灯や防犯カメラ・音が出る信号機等の設置を要望する。街灯設置希望箇所は、

高校の生徒会で調査し、自治会に要望する。
　　　○地域のバリアフリー化を促進してほしい。
　　　　→　歩道などの道路整備を促進し、道路の段差を解消する。
　　　○安心して生活できる環境づくりを進めてほしい。
　　　　→　就職できる職場が地域にあり、地域内の病院が連携して総合病院化する。

③　地域交流活動領域
　　　○大内地域だけでなく他地域の方と交流できる体験活動を充実させる。
　　　○住民が交流できる場を設定し、その広報活動を充実させる。

大内子ども未来プロジェクト事業
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大
内
中
学
校
で
は
、
３
月
14
日
㈪
、
２
年
生
が
体
育
館
で
立
志
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

立
志
式
と
は
、
孔
子
が
15
歳
で
学
問
に
志
を
立
て
た
こ
と
に
由
来
し
、

そ
の
15
歳
（
数
え
年
）
に
あ
た
る
中
学
２
年
生
の
こ
の
時
期
に
、
そ
の
成

長
を
祝
い
、
励
ま
す
と
共
に
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
た
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
行
事
で
す
。

　

以
前
は
、
小
鯖
の
禅
昌
寺
ま
で
歩
い
て
行
き
、
禅
昌
寺
の
本
堂
で
座
禅

の
作
法
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、
禅
昌
寺
・
仁
平
寺
・

多
聞
寺
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、
体
育
館
で
座
禅
の
作
法
を
学
ぶ
取
組

と
な
り
ま
し
た
。
座
布
を
使
い
、
正
し
い
座
り
方
で
20
分
程
度
の
座
禅

を
行
い
、
心
を
整
え
ま
し
た
。
そ
の
後
の
法
話
で
は
、「
努
力
が
報
わ
れ

る
と
は
限
ら
な
い
が
、
そ
れ

は
自
信
と
な
り
糧
と
な
る
」

と
い
う
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

座
禅
の
後
に
は
、
２
年
生

一
人
ひ
と
り
が
『
志
』
の
発

表
を
し
ま
し
た
。
自
分
の
選

ん
だ
漢
字
一
字
を
掲
げ
、
堂
々

と
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
教
室
に
戻
っ
て
、

親
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ

て
読
み
ま
し
た
。
真
剣
な
面

持
ち
で
じ
っ
く
り
と
読
む
姿

が
印
象
的
で
し
た
。
深
い
愛

情
を
感
じ
、
さ
ら
に
決
意
を

固
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

山
口
中
央
高
校
で
は
、
３
月

17
日
㈮
に
、
生
徒
会
役
員
及
び

総
務
委
員
の
生
徒
と
教
職
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
学
校
運
営
協
議

会
委
員
が
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、「
校
則
の
在
り
方

に
つ
い
て　

〜
見
直
し
に
つ
い

て
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？
〜
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
高
校
生
熟
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
活
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
た
め
に
、
校
則
を
自
分
た
ち

で
見
直
し
て
い
こ
う
と
い
う
取

組
で
、
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
さ

ら
に
は
地
域
の
方
を
巻
き
込
ん

で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も
、
服
装

規
定
や
ス
マ
ホ
の
取
扱
い
等
が

話
題
に
上
が
り
、「
今
あ
る
制
服

を
残
し
な
が
ら
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
標
準
服

を
つ
く
り
、
選
択
で
き
る
服
装

に
す
る
こ
と
で
効
果
的
な
生
活

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
意
見
も
出
て
き
て
、
大
変

有
意
義
な
熟
議
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

3

ちょっといい話

　

２
月
28
日
㈪
、大
内
小
の
６
年
生
が
、

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
に
恩
返

し
が
し
た
い
と
、
地
域
の
環
境
整
備

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
大
内
小
６
年
生
が
「
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
（
卒
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
の
学
習
と
し
て
取
り

組
ん
だ
も
の
で
す
。
６
年
生
は
、
４

つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
そ
の
う
ち

の
「
環
境
美
化
チ
ー
ム
」
が
大
内
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
来
て
、
古
く
な
っ

た
土
の
う
を
新
し
い
土
の
う
袋
に
入

れ
替
え
る
「
土
の
う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

活
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
自
体
は
30
分
程
度
で
し
た
が
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
百
個
以
上

の
土
の
う
を
作
り
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

大内小の卒業プロジェクト� （令和４年２月28日）

感謝の気持ちを伝えようと、土のうづくりに挑戦！

立志式を実施　（大内中学校）

高校生熟議！�校則の在り方について�（山口中央高校）
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下記のQRコードを読み取り、
ホーム画面に追加するだけ！
大内の史跡情報や行政手続き
についてのQ＆Aなど、様々
な情報が確認できます！

○問合せ先○

大内地域交流センター

083-927-0473

○日　時：５月25日㈬　19時30分〜20時30分
○場　所：大内地域交流センター　２階和室
○定　員：10名
○対　象：大内地域在住・在勤の女性
○参加費：500円
○持参物：タオル、飲み物、動きやすい服装
○申込み：大内地域交流センター
　　　　　☎927-0473

4

5月の主な行事予定

図書室からのお知らせ

日 曜日 行事名 時間 会場 日 曜日 行事名 時間 会場

６日 金 民児協定例会 9：30〜 大内地域交流
センター 21日 土 子どもいご講座 13：00〜 大内地域交流

センター

７日 土 子どもいご講座 13：00〜 大内地域交流
センター

25日 水
子ども手芸教室 15：30〜 大内地域交流

センター

10日 火 育児相談 10：00〜 大内地域交流
センター ヨガ教室 19：30〜 大内地域交流

センター

11日 水 大きくなあれ　萩焼体験 10：15〜 大内地域交流
センター

28日 土

大内小学校運動会 午前中 大内小学校

14日 土
連合自治会総会 13：30〜 大内地域交流

センター 大内南小学校運動会 午前中 大内南小学校

まちづくり協議会総会 18：00〜 大内地域交流
センター 子ども生け花教室 13：00〜 大内地域交

流センター

15日 日 地区女子バレー大会 9：00〜 大内小学校 連合自治会制度説明会 13：00〜 大内地域交流
センター

新刊図書
やっぱりじゃない！ チョーヒカル

60分でわかる！カーボンニュー
トラル超入門 前田　雄大

内臓を10秒引き上げれば、ぽっ
こり下腹はぺたんこになる！ 小林　暁子

親子できたことノート 永谷　研一

免疫力が上がる２品献立 浜内　千波

タキミカ体操 瀧島　未香

・１回につき、一人３冊まで借りることができます。
・�本を借りる時は、事務室の貸出ノートに記入してください。
・返す時は事務室に持ってきてください。
・初めて借りる人は、登録カードを作ります。
※�本は、みんなで利用するものです。大事にあつかってく
ださい。もし破れたら、返す時に声をかけてください。

http://www.ohuchi-machizukuri.com/

【カラー版おおうちだよりが見れます！】

大内地域交流センター（10：40〜11：20）
11日・25日（水）

「ぶっくん」運行予定表（5月）

【発行・編集】

大内地域交流センター・大内まちづくり協議会
●大内地域交流センター
　　　　　　　　　（地域担当）　TEL･FAX�083-927-0473
　　　　　　　　　（行政窓口）　TEL�083-927-0301
●大内まちづくり協議会事務局　TEL�083-996-5798

≪住所:〒753-0221　山口市大内矢田北一丁目10番11号≫

大内地域交流センター
　　　　　インスタグラム

Check it!!

大内まちづくり協議会ＨＰ

大内まちづくり協議会スマホ対応

ページに

なりました！

受付開始５月２日㈪〜

アプリ「まるっと大内」ご活用ください！ ヨガ教室参加者募集！
最近運動不足だなぁ...

ちょっとリフレッシュしたいなぁ...
そんな方はぜひご参加ください！


